平成２２年第３回定例会
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古 殿 町 議 会
平成２２年第３回定例会一般質問通告書順
	日付
	順　番
	議　員　名
	党　名

	９
月
15
日

	１
	岡 部　政 一
	無　所　属

	
	２
	佐 藤　弘 信
	無　所　属

	
	３
	佐 川　勇 司
	無　所　属

	
	４
	佐 藤　一 夫
	無　所　属

	
	５
	高 木　節 男
	無　所　属

	
	６
	岡 部　淳 一
	日本共産党


	番号
	質問者
	質問事項
	要　　　　　　　　旨

	１

	　4 番
岡部　政一

	観光環境整備について
	(1) 観光環境整備について、どのような考えを持っているのか。
(2) 清潔な環境を保つため、三株山頂付近にトイレの設置を考えてはどうか。
(3) 路上駐車が交通の妨げにもなるので駐車場の整備を考えてはどうか。
(4) 古殿八幡神社例大祭に今年もシャトルバスを運行させるのか。
(5) 祭りの案内や説明する助手ガイドをシャトルバスに乗せる考えはないか。


	
	
	公用車の看板について

	(1) 古殿町の看板が無い公用車には何か理由があるのか。
(2) 古殿町の看板を付けると支障がある公用車はあるのか。
(3) 公用車に、古殿町と看板を付けるべきと思うがどうか。


	２

	１番
佐藤　弘信
	小学校校庭の芝生化について
	(1) 校庭の芝生化について、町ではどのような見解をもっているか。
(2) 県のうつくしまグリーンプロジェクトの内容と、２３年度の事業の見通しは。
(3) 国、県の校庭芝生化事業に対する補助等にはどのようなものがあるか。
(4) 県内における校庭芝生化の実績は何校か。
(5) 教育委員会で先進地視察は行われたか。
(6) PTA・校長会あるいは、小学校検討委員会で話題になったことはあるか。
(7) 芝生化は、通常の施工だと㎡当り1000円～1500円のようだが、最近全国的に注目されている「鳥取方式」を取り入れれば、格安に施工することができると聞く、そのような情報は得ているか。得ているとすればどういうものか。
(8) 管理面においては、教職員の負担とならないよう児童・PTA・地域住民の皆さんに参加してもらい、地域社会の活性化、世代を超えた交流も図られると思うが、どのように思うか。


	番号
	質問者
	質問事項
	要　　　　　　　　旨

	３
	２番
佐川　勇司
	1.町防災・広報無線について
	(1) 防災広報無線、戸別受信機のシステム保守管理は、どのように実施されているか。また、問題発生の対応はどうか。
(2) 高齢化社会と高度情報化の整備対応を考え、防災・行政情報の拡充・高齢者の健康管理と安否・緊急通報を、一元とした情報通信整備に光ケーブルを活用してはどうか。
(3) 住民に対しての各種行政情報等の提供など、広報無線を最大活用し、各区の行政配布物を削減するなど、各区長や班長の職務軽減を考えた地域行政運営はどうか。



	４
	６番
佐藤　一夫
	1. 地域経済の活性化策はあるか

	(1) 健全な財政運営により、決算でも良好な数値が示される中、厳しさを増す経済状況では、町民の暮らしは悪化するばかりです。この緊急事態を乗り切るために、減税等も含めた施策の考えはあるか。


	
	
	2. スクールバス運行実施について

	(1) 自主運行の考えもあったと思うが、一括委託に至った経過について、経費的な面・安全安心・メリットデメリットは何か。
(2) 福島交通へ一括委託の方針を打ち出しているが、地元及び管内業者へは何らかの対応を行ったか。
(3) 定期路線バスの維持について、予想される負担はどのくらいか。また、スクールバスの運行・福祉バス・路線バスとの関係について、今後どのような考え方を持っているのか。


	５
	３番
高木　節男
	1.雇用創出の基本的考え方と現在の取組み状況について
	(1)企業誘致の基本的考え方と現在の取組み状況は。
(2)新たな産業の創出の基本的な考え方は。
(3)新たな産業の創出の計画と取組み状況は。
(4)新たな雇用の創出の基本的な考え方と取組み状況は。
(5)雇用の確保と維持への基本的な考え方と取組み状況は。


	６
番号
	８番
岡部　淳一
質問者
	1.経済対策・緊急雇用の現状認識と今後の見通し
質問事項
	(1)経済対策・雇用対策交付金の内容とそれぞれの交付額は。
(2)国が示した事業内容に基づく施策と思うが、独自に考えていた事業、または全く考えていなかった事業など、経済対策交付金の充当内容は。
(3)事業の経済効果と雇用の実情について、どう認識しているのか。
(4)経済対策及び基金による雇用の今後の継続性についてどんな見通しをしているのか。
要　　　　　　　　　　　旨

	６
	８番
岡部 淳一
	2.行政サービス制限条例実施直前での町民と滞納者への対応は
	(1)サービスの制限と言う具体策について町民にどう知らせたのか。
(2)現在、この条例に該当する滞納者は何人いるのか。
(3)滞納者に対して施行までの間、具体的にどのような対策・対応をとったのか。
(4)対策と対応の結果、滞納者の理解が深まり信頼関係が築かれたのか。

	
	
	3.学童保育実施案の内容と問題点
	(1)これまで田口小においてボランティアに取り組まれてきた学童保育とも言うべき保護者の活動についてどう捉えているのか。また、今後の取組みについてボランティアの方々とも話し合いはしたのか。
(2)実施場所をこれまで空き教室としてきたが、本案では女性・若者等活動促進施設としているが、通常利用と保育利用・保育内容との絡みで問題はないのか。
(3)活動日が4つの項目以外の日となっている。他町村と大きく違う内容であり、学童保育の本質から外れると思うが、問題はないのか。
(4)全学年対象、保険の公費負担については、どう考えているのか。


	
	
	4.過疎自立促進計画の内容と具体について
	(1)基本方針で類似団体の水準に達したとしているが、人口の減少、雇用の確保についての取り組みと成果については、どう考えているのか。
(2)特別事業として地方路線バス、福祉バス、スクールバスの各事業を計画するとあるが、今後の目指すべき事業として、一体的な公共交通事業についてはどう考えているのか。
(3)子育て世代の負担軽減のため義務教育の子供の医療費無料化とあるが、高校生の授業料無償と進学率１００％のわが町を考えれば、高校生までの医療費無償化も対象になるのではないか。



